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アセンション・ワークショップ Ascension Workshop 
 

アセンションのプロセスとは、⼈間の 物理的⾁体が、進化する⼈間のスピリット（霊体）の
エーテルエネルギーと融合していくことを意味します。このプロセスは、進化するスピリット
の感覚意識が、永遠なる魂の不変意識へと拡⼤していくという教えと⼀致しています。 

⾃⼰認識から覚醒へと⾄るこの旅には、いくつかの重要な側⾯があります： 

1. ⾁体とエーテルエネルギーの統合 

Integrating the Physical Body with Etheric Energy 

• ⼈間の⾁体は「三層のマインド」によって機能しています： 

Ø ⾝体
ボディ

（祖先の記憶、本能的知性） 

Ø 霊 体
スピリット

（戦略的、直感的知性） 

Ø 魂
ソウル

（創造主の意識の⼀粒⼦） 

• ⾁体は、ガイアの現実に表れた本能的知性と祖先の記憶と深く結びついています。 

• アセンションには、社会や家族から受けた訓練によって形成された「物質的執着」や
「条件づけ」を意識的に⼿放すことが求められます。 

• 「四つの花びら呼吸」のような呼吸法は、松果体の⽯灰化を改善し、エーテル体のフィ
ールドを活性化させて、⾁体が進化するスピリットと完全に調和するのを助けます。 

2. スピリットの感覚意識
アウェアネス

を永遠なる魂意識へと拡⼤する 

Expansion of Spirit Awareness into Eternal Soul Consciousness 

• このプロセスは、「期待に基づいた知覚」に⽀配されている五感ベースのマインドの限 
   界を超えていくことを含みます。 

• スピリットの感覚意識が永遠なる魂意識へと拡⼤することで、⼈は⼆元性の枠を超えた 

 現実を知覚し、より広い多次元的な理解へとつながっていくのです。 

• 「誘導瞑想ワーク」「パターン認識のための⽇記」「未来の⾃分を完全に視覚化する」 

   など、これまで「覚醒」や「多次元的知覚」のワークショップで⽤いてきた実践が、こ
の拡⼤を促進します。 

• さらに、「完全に意識がある状態での体外離脱（OBE）」や、アストラル体を超えてコ 
   ーザル体に意識をシフトする技術（Eckankar のソウルトラベルなど）は、「融合」とい 

う概念と直結しています。 
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3. エーテル的統合と⾮物質的な細胞レベルの変容 

Etheric Integration and Non-material Cellular Transformation 

• 進化するスピリットのエーテルエネルギーは、物質的⾁体と相互作⽤しながら、その振
動数を徐々に変容させていきます。これにより、永遠なる魂のエネルギーにより近い共鳴
状態となっていきます。 

• この変容には、無意識のジャッジメント、解消されていない感情的エネルギー、学習さ
れた⾏動パターンの浄化と解放が必要です。これらはすべて、⾁体を低い周波数状態に留
めてしまう原因です。 

• 内分泌系、特に松果体は、この統合において重要な役割を果たします。松果体は物理的
⾝体とエーテル体の橋渡しを担っているのです。 

 

4. 感覚的な知覚を超える（表層を超えて体験する） 

Moving Beyond Sensor Perception 

• アセンションとは、五感による知覚に頼るのではなく、「意識」と「エネルギー」を現
実の根本的な構成要素として捉えることです。 

• 感覚的な知覚を⽀配する「期待」に基づくフィルターを⼿放すことで、拡⼤したスピリ
ットは、永遠なる魂のノンジャッジの在り様をとおし、エネルギーベースの現実を体験し
始めます。 

• 第三の⽬を開くための教えや、隣接する現実と融合するための「⼤いなる叡智」のすべ
ては、限定された感覚的な知覚から多次元的な理解へと移⾏するこのシフトポイントを
⽬指しているのです。 

 

5. 三層のマインドの協働 Collaboration of the Three-Fold Mind 

• ⼈間の⾁体、進化するスピリット、そして永遠なる魂──これら三つの要素が協働する
ことによって、「融合（ブレンディング）」のプロセスが進みます。 

• この協働は、「三層のマインド」が完全に調和し、キリスト体の感覚意識（Christ body 
awareness）に到達するために不可⽋です。進化するスピリットが、魂のエーテル体と完
全に協働している状態です。 

• 三つの脳：腹の脳、⼼臓
ハート

の脳、頭蓋の脳の関係性を理解し認識しましょう。⾁体（エネ

ルギー）とスピリット（感覚意識）の完全な統合を実現するために、三つのマインドのす

べての側⾯を調和させることがいかに⼤切かが強調されます。 
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６.「正しさ」への必要性を⼿放す Releasing the Need to Be Right  

• この旅における本質的な側⾯の⼀つは、正当化・正義・優越感などによって⽣まれる脳
内物質への中毒を⼿放すことです。 

• この中毒―つまり依存を乗り越えることで、⼈はより⼤いなる気づきへと開かれ、永遠
なる魂意識との統合が進んでいきます。 

 

7. アセンションの未来のステージ Future Stages of Ascension 

• アセンションのプロセスが達成されると、⼈類は⼆元性を超えた存在状態に⾄ります。
そこでは、表⾯的な⾒かけや物質的な限界が、経験を左右することはなくなります。 

• 現在進⾏中のユニティのサイクルが進むにつれ、アセンションは⼈類を性別のない、思
考ベースの存在形態（訳註：思考によって⾃由に形態を変えることができる存在）へと
導いていきます。最終的には、思考をベースにして、時間と空間を超えることが可能に
なります。 

アセンションとは、突然の⾶躍ではなく、⾁体が、進化するスピリットのエーテルエネルギー
と徐々に融合・展開していくプロセスです。その最終的な到達点が、永遠なる魂意識との⼀致

です。 

このプロセスは、個⼈の旅であると同時に、⼈類全体の進化でもあるという点を強調すること
が重要です。 

アセンションとは「⼈間の⾁体と進化するスピリットのエーテルエネルギーとの融合」で
す。これは、アセンションという概念を統合していくための、構造的なアプローチです。 

 

 

 

 

 

 
アセンションと統合：多次元的次元外存在としてのあなたの真の本質を体現する 

Embodying Your True Nature as Multi-and Extra-Dimensional Being 
 
プログラム構成  Program Structure 

1. アセンションへの導⼊ Introduction to Ascension 
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• アセンションを、「進化するスピリットのエーテルエネルギーと⾁体との融合」とし
て定義します。 

• 三層のマインド（⾝体・スピリット・魂）の強調。 

• 多次元的知覚の概念と、「期待に基づいた感覚的制限」を超えていくことの紹介。 
 

2. 三層のマインドの理解 Understanding the Three- Fold Mind 

• ⾝体：先祖からの記憶、本能的な知性、社会的条件づけの影響 

• スピリット（霊体）：直感的知性、戦略、創造的衝動 

• 魂：創造主のユニバーサルマインドと直接つながる永遠の意識 

• これらの側⾯を統合することが、より⾼次の気づきと、魂のコーザル体へのアクセス
につながることを説明する。 
 

３. エネルギーを統合するテクニック Energetic Integration Techniques 

このステージでは、参加者が⾃らのエーテルエネルギーフィールド──すなわち⾁体を包み、
情報を与えている微細なエネルギー場──を洗練するためのサポートを⾏います。 
 

◯四つの花びら呼吸 The Four Petals Breathing Technique 

古代から伝わるこの「四つの花びら呼吸」は、エーテルエネルギーの流れを広げ、松果体の脱
⽯灰化を促します。この呼吸法は、頭部の四つの基本⽅位に意識を集中させて、思考エネルギ
ーが持つ振動の共鳴によって松果体を刺激します。「意識を向けた場所に、エネルギーが流れ
る」のです。 

この呼吸法の実践は、内なる静けさと内なる光の直接体験を促します。継続するなら意識がよ
り明晰になり、オーラが強化され、物質世界を構成しているエネルギーの感知がはじまりま
す。さらに、隣接する現実も認識できるようになります。 

 

◯知覚の変容のための誘導瞑想 Guided Meditation to Shift Perception 

この瞑想は、感覚ベースの⾁体レンズの認識を離れ、アストラル層を迂回してコーザルボデ

ィへと感覚意識
アウェアネス

を移動させていくものです。参加者は⾃分が永遠なる魂の場において放射す

る意識の⼀点であることを認識し、思考や感情を⾃分のアイデンティティとしてではなくエ

ネルギーとして観察することができるようになります。 
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◯感情の解放のための⽇記 Journaling for Emotional Release 

とくに2歳から7歳までの感情の記憶にフォーカスした⽇記を書くことが重要です。これによ
り、条件づけられた反応やセルフジャッジの根源を特定しやすくなります。 

このプロセスは、潜在意識における繰り返しのパターン（ループ）を解消し、スピリットの

感覚意識を魂意識へと⽅向づけるための扉を開きます。 

  

４.  感覚的な知覚を超える Moving Beyond Sensory Perception 
 

私たちの五感は、精妙でありながら、「期待」と「習慣」によって縛られています。 
次のレベルの気づきには、これらの訓練されたフィルターから解き放たれることが必要です。 
 
• 期待に基づく知覚の解体 Unpacking Expectation Based Perception 

私たちが「知覚」と呼んでいるものは、実はあらかじめ組み込まれた期待です。これらの期待
は、繰り返しや⽇常的なトラウマを通して形成されます。 
私たちは、快と不快、喜びと悲しみ、認められることと排除されることのあいだを揺れ動きな
がら、その期待が強化されていくのです。 
期待が解放されると、知覚は流動的になり、現実はより深く、フィルターのかかっていない本
来の姿をあらわすようになります。 
 

• 微細な知覚のためのエクササイズ Exercises in Subtle Perception 

参加者が⼿の中にあるエネルギーの流れを感じたり、⾝体のフィールドをスキャンしたり、視
覚や聴覚に頼ることなく環境の変化を感じ取ったりするための短い練習。 
これにより、⽣命を振動や思考形体として知覚する扉が開かれます。 
 

• ⾁体とスピリットの相互作⽤を観察する Observing the Body-Spirit Interplay 

メンタルボディ・マッピングによって、進化するスピリットが⾁体の姿勢、⾝振り、健康状態
にどのように影響しているかを感じとります。このエクササイズを⽇常で続けるなら、スピリ
ットがどのように⾁体を動かし、調整しているのかを瞬間ごとにリアルタイムで感知する能
⼒が⾼まります。 

 

５. 三層のマインドの協働 
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⾁体・スピリット・魂の統合は、まず三つの脳──腹、 ⼼
ハート

、頭──を調和させることから始

まります。 

• 三層のマインドを調和させる練習 Triune (three-fold) Mind Harmonization Practices 

このワークでは、呼吸を伴うムドラ、集中エクササイズの誘導、そして声にださないマントラ
を⽤いて、各脳の神経ネットワークを活性化します。こうした実践によって、意思決定のプロ
セスが「反応（頭）」から「感じる（⼼）」、そして「叡智（腹）」へと移⾏する感覚を参
加者が体験できるようになります。 

• 「正しさ」への依存(中毒)を⼿放す Dismantling the Addiction to Being Right 

⾃⼰正当化の背景にある報酬システムの⽣化学的基盤──ドーパミン、オキシトシン、セロト
ニンのループ──を探求します。 

これを観察すると「⾃分が正しくなければならない」というニーズの背後にある仕組みが明ら
かになり、その欲求が⾃然に解放されはじめます。進化するスピリットは、魂ベースの知覚や
慈愛へと拡⼤していくことが可能になるのです。 

 

６. キリスト体の感覚意識の開発 Developing Christ Body Awareness 

三層のマインドが完全に協働することで、「キリスト体」──聖なる統合のエネルギーのテン
プレート──が活性化します。 

• キリスト体への道 Path to the Christ Body 

キリスト体は、魂の六つの表現（エーテル体、アストラル体、コーザル体、メンタル体、
セレスチャル体、そして神聖なるキリスト体）が完全に整列/⼀致（アラインメント）し
たときに現れます。 
この⽬覚めは、「スピリチュアルな信念」によってではなく、六つの表現の完全な統合を
通じて起こります。 
それによって⽣まれるのは、深い感謝から湧き上がる内なる静寂です。 

• 葛藤と正当化を超えていく Transcending Conflict and Justification 

   鏡を使ったワーク、許しの儀式、⾃分⾃⾝を観察するエクササイズなどを紹介します。 
これらは、内⾯の対⽴を観察し、解消するための実践です。 
中⽴性の⼒を育むことが、恩寵への⼊り⼝となります。 

• 多次元意識の実践 Multidimensional Awareness Practices 

体外離脱体験（OBE）の技法も紹介します。 「四つの花びら呼吸」や、それに続くス
ティルポイント瞑想などです。このテクニックは、魂が表現する隣の次元にアクセス
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するためのサポートとなりまし。それに加え、ハーモニックアンカー、⾳、光のなど
も、アストラル層を超えた次元に意識を拡⼤する⼿助けとなります。 

 

７. アセンションの未来ステージ Future Stages of Ascension 

ここでは、⼈類の進化の展開について、ヴィジョンと地に⾜のついた洞察の両⾯から参加者に
伝えていきます。 

• 思考ベース存在への進化 The Evolution to Thought -Based Beings 

アカシックからの洞察をもとに、⼈類が今後、性別がなく
ノンジェンダー

、意思による⽣殖が可能で、

思考を基盤にした存在へと移⾏していくことをお伝えします。これは幻想ではなく、ヤ

ンガードリアス期(訳註：13000年ほど前に起きた突然の気候変動。短い氷河期)以前の

アトランティス⼈が体現していた、かつての進化した状態への回帰なのです。 

 

• 進化の影響 Implications of Evolution 

   このノンジェンダー・思考ベースへの進化が、⽇常⽣活や⼈間関係、スピリチュアルな実
践にどのような影響をもたらすかを共に考察します。 
ここで重要なのは、ジャッジするのではなく「観察（witnessing）」するという在り⽅を
学ぶことです。 
今、⼈類全体が「密度（Density）」を⼿放す学びの中にあるからです。 

 

• 旅を続けるために Continuing the Journey 

    ワークショップ後もアセンションのプロセスを継続できるように、以下のような伝統的な
スピリチュアルツールを活⽤していきます： 
呼吸法、マントラ、夢の探求（ドリームワーク）、遠隔で⾏うグループ瞑想などで す。 

 

 

誘導瞑想 

この瞑想は、参加者が進化するスピリット、永遠の魂、そして多次元的な本質とつながること
を助けるためにデザインされています。 

 

魂を統合する瞑想 Body/Spirit Integration Meditation 

⾝体／スピリット統合の瞑想 
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• ⽬的： ⾁体と、進化するスピリットのエーテルエネルギーとの融合を促進する 

• 時間： 約30分 

 

実践のはじめに： 

• 「四つの花びら呼吸」（10分）から始めます。 

• 感覚意識を順に「腹の脳」「ハートの脳」「頭の脳」へと導きます。 

• それぞれのエネルギーセンターと魂のより⼤いなる意識とのつながりを感じられるよ
うにガイドします。 

• 全⾝に⻩⾦のエネルギーの⽷が織り込まれていくのを視覚化します。それが進化する
スピリットのエーテルエネルギーと融合していく様⼦をイメージします。 

• 最後に以下のインヴォケーションで締めくくります： 

「私のマニプーラ（太陽神経叢）チャクラ、アナハタ（ハート）チャクラ、アージュナ（第
三の⽬）チャクラは、今、サハスラーラ（頭頂）チャクラの中で⼀つとなっています。私の
マインドは、今、この瞬間に完全に統合されています。」 

 

瞑想スクリプト： 

「⿐から冷たい空気が⼊って肺を満たすのを感じながら、ゆっくりと深く息を吸ってくださ
い。 
その呼吸を優しく保ち……そしてゆっくりと吐き出しながら、⾝体がリラックスしていくのを
感じてください。 
この⾃然な呼吸の流れを続けながら、穏やかで受容的な状態へと⾝をゆだねていきます。」 
「では、四つの花びら呼吸を始めましょう。 
⿐から4カウントで息を吸い……4カウント⽌めて……ゆっくりと4カウントで吐き……また4カ
ウント⽌めます。 
このリズムを繰り返しながら、感覚と意識が深まっていくのを感じてください。」 

「頭頂からエネルギーが流れ込んでくるのを感じながら、それが全⾝を下り、腹の脳に落ち着
くのをイメージします。 
このエネルギーが細胞ひとつひとつを織り込むように巡り、⾝体、スピリット、魂を結びつけ
ていきます。」 
「今、静かに腹の脳に意識をむけて…。そのエネルギーが脈打ち、広がっていくのを感じまし
ょう。 
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そのエネルギーがハートの脳へとつながっていきます……胸のあたりから温かさと慈愛が広が
っていきます。」 

「次に意識を頭の脳へと移します。ここは意識の中⼼です。 
腹・ハート・頭の三つのセンターのエネルギーが結びついていくのを感じましょう。 
そして、その融合の中に進化するスピリットの存在が全⾝に満ちていくのを感じてくださ
い。」 

「永遠の魂から放たれる⾦⾊の光の⽷が、全⾝をめぐり織りあげられていくのをイメージしま
す。 
⾁体とエーテルエネルギーが調和しながらひとつになっていくのを感じましょう。」 

「この統合の状態の中でしばらく休み、感覚意識が物理的な⾝体の枠を超えて拡⼤していくの
を許します。 
すべてのジャッジメントを⼿放し、努⼒を⼿放し、ただこの充⾜の中に存在してください。」 

「準備ができたら、意識をゆっくりとこの部屋に戻していきます。 
爽やかにリフレッシュして、統合されてひとつになった感覚を感じながら⽬をあけてくださ
い。」 

 

 

 

期待を超える知覚への瞑想 Perception Beyond Expectations Meditation 

⽬的： 期待に基づいた知覚の条件づけを⼿放す 
所要時間： 約20分 

実践の前に： 

• 5〜10分間、円環呼吸（切れ⽬のない呼吸）でリラックスした状態に⼊ります。 

• 松果体に意識を向けます。松果体が繊細なエネルギーで活性化されるクリスタル構造
としてイメージします。 

• 第三の⽬から放たれる澄んだ光が、残っている期待や思考のバリアを溶かすのを視覚
化します。 

• 過去の知識やジャッジを通さず、環境をありのままに観察するよう促がします。 

誘導スクリプト： 
「楽に座って、⽬を閉じ、浄化の深い呼吸を数回⾏いましょう。肩がリラックスします。顎が
ゆるんで、全⾝が穏やかさへと沈んでいきます。」 

 
「それでは、円環呼吸を始めてください。とぎれることなくなめらかに息を吸ったり吐いたり
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しましょう。空気があなたの肺をみたし、そしておだやかに出ていきます。」「額の中⼼にあ
る第三の⽬に意識を向けて…それは光輝くクリスタルで、透明な光を放っています。」 

「このクリスタルのエネルギーが、すべての期待や先⼊観を溶かしていくのを感じてくださ
い。それらの層が⼀枚⼀枚剥がれていくたびに、現実の真の姿が現れてきます。あるがままの
拡⼤した現実が…。」 

「今、この拡⼤した感覚で、あなたの知覚が五感を超えて広がっていくのを感じてください。
あなたの周りのエネルギーフィールドや、微細な波動の変化、そして、存在のすべてに浸透し
ている意識を感じましょう。」 

「あなたが体験していることに名前をつけたり、定義しようとすることを⼿放してください。
ただ、期待から⾃由になって観察しましょう。」 

「この拡⼤した知覚の中でしばらく過ごし、⾃然に湧き上がってくる洞察に⾝を委ねてくださ
い。」 

「準備ができたら、ゆっくりと⾝体へと意識を戻します。⾃分の物理的な⾁体、呼吸、⼼臓の
⿎動を感じましょう。そして、ゆっくりと⽬を開け、この拡⼤した感覚を携えて、今ここに戻
ってきてください」 
 
 

 

キリスト体感覚意識の瞑想 Christ Body Awareness Meditation 

⽬的： 「正しくなければ」という中毒を⼿放し、キリスト体の感覚意識を育む 
所要時間： 約25分 

実践のはじめに： 

• 参加者を「マスターブレス」（1-4-2の呼吸パターン）で深いリラクゼーションに導く 

• ⾃分⾃⾝を純粋な意識として視覚化し、⾁体を超え、魂のコーザル体へとつながるよう
に導く 

• 永遠なる魂の視点から、ジャッジのない深い慈愛の感覚が湧き上がってくるのを感じる
ように促す 

• 参加者にすべての「正当化」「優越感」「正しさ」への執着を解き放つように導く 

誘導スクリプト： 
「楽な姿勢をとり、⽬を閉じてください。マスターブレスを始めます。４カウント吸い、16カウ

ント息をとめ、8カウントで吐きましょう。このリズムを繰り返しながら、⾝体が徐々にリラックス

していくのを感じてください。」 
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「今、⾃分が“純粋な意識”であるとイメージしてください。⾁体も、アイデンティティも持た
ない、ただの感覚をもった存在です。その軽さと広がりを感じてください。」 

「感覚意識は、物質界とアストラル界を越えて、魂のコーザル体へと上昇していきます。一切の

ジャッジがない、純粋な意識を感じて…。“正しくなければという必要性“からまったく自由な領域で

す。」 

「この状態で、あらゆる“正当化”や“優越感”、“正しくあろうとする感覚”を解き放ってくださ
い。それらは静かに消えていきます。」 

「今、魂の深部から、慈しみが湧き上がってくるのを感じてください。それは⾃分⾃⾝への慈
愛であり、他者への慈愛であり、すべての存在への慈愛です。その感覚が内側に広がっていき
ます。限りなく、境界なく、⾃由です。」 
「このキリストボディの気づきの状態に留まりましょう。そこではすべてが判断なく⾒守ら
れ、愛が⾃由に流れています。」 
「準備ができたら、ゆっくりと⾝体への意識を戻しましょう。⽬を開けるときには、この慈し
みに満ちた気づきをあなたの中に携えたまま、⽇常の意識に戻ります。」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補助的な実践⽅法 Additional Practices 

呼吸法 
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a. 四つの花びら呼吸法 Four Petals Breathing Technique  

 
⽬的：松果体の⽯灰化を解き、エーテル体の感覚意識を⾼め、進化するスピリットと⾁体をつ
なぐ 
⽅法：⿐から吸って⿐から吐きます。「意識を向けたところにっプラーナ（⽣命エネルギー/

気）が流れる」事を意識しながら⾏います。 

1. ⿐から深く息を吸い、プラーナを松果体（アージュナチャクラ）に送ります。 

2. 眉間の間から息を吐きます。 

3. 眉間の間から息を吸い、プラーナを松果体に送ります。 

4. 頭頂のチャクラから息を吐きます。 

5. 頭頂のチャクラから息を吸い、松果体にプラーナを流します。 

6. アセンションセンター（延髄）から息を吐きます。 

7. アセンションセンターから吸って、松果体へ。 

8. 最後に喉のチャクラから吐き出します。 
→ この⼀連の呼吸を10分間繰り返します。 

 

b. マスターブレス 

29

1吸 2吐

4吐

6吐
8吐

3吸

5吸

7吸

①から⑧までを繰り返す：「吸う」と「吐く」は均等に
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⽬的：ループする思考パターンを浄化し、「⾃分が正しい」という感情を中毒化する
脳内化学物質の作⽤を解放する 

• ⽅法： 

1. 4カウント吸う 

2. 16カウント息を⽌める 

3. 8カウントで吐く 

 

これを10〜15分⾏います 

 

ジャーナリングのワーク Journaling Exercises 

a. 期待に基づく条件づけの解放 

• 課題：「最近、⾃分の期待が知覚に影響を与えた状況を描写してください。それはど
のように理解を制限しましたか？」 

「その同じ状況を期待なしに観察したら、どのような感じになるでしょうか？」 

• ⽬的：意識を制限する条件付けられた認識を特定し解放すること。 

b. 統合のふりかえり 

• 課題：「⾁体、スピリット、魂が深くつながっていると感じた瞬間について書いてく
ださい。どのような実践がその体感をもたらしましたか？ そのつながりを強化するに
は？」 

• ⽬的：進化するスピリットと⾁体との統合を深める 

c. ノンジャッジと慈愛（compassion） 

• 課題：「⾃分を正当化したり、⾃分が『正しい』と感じた瞬間についてふり返ってく
ださい。それはどんな感覚でしたか？ その感覚を⼿放し、永遠の魂の視点からその出
来事を⾒たらどうでしょうか？」 

• ⽬的：ジャッジメントを⼿放し、魂の意識を強化する 

 

 

五感の制限を超えて知覚する Exercises for Perceiving Beyond Sensory Limits 

a. 鏡のワーク 

• 鏡の前に⽴ち、⾃分の⽬を数分間⾒つめます 
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• 表⾯的な外⾒を越え、⾃⾝の内側から放たれる意識とエネルギーを感じてください 

• 気づきや変化は⽇記に記録します。 

b. 両⼿のエネルギーワーク（ハンズオンワーク） 

• ⼿を激しくすり合わせて熱とエネルギーを感じ、ゆっくり離していきます。⼿の間に
ある微細なエネルギーフィールドを感じるまでやってみましょう。 

• ⼿の間のフィールドを拡⼤したり、縮めたりして実験してください。 

• ⽬を閉じて、物理的な⽬を使うのではなく、第三の⽬でそのエネルギーを⾒るよう試
みましょう 

 

 

永遠の魂の六つの表現 The Six Expressions of the Eternal Soul 
 

1. エーテル体 Etheric Form 
魂とスピリットの接点 

• 主要な特性：⽣命の設計図・感覚の橋渡し 

• 機能：永遠なる魂の⼀番密度の濃い層であり、スピリットのエーテル体と接する最

初の部分。⾁体の設 計 図
ブループリント

であり、⾁体を維持・修復するためにプラーナ（気）を

通して機能するテンプレート。 

2. 主要なポイント：永遠なる魂が「⼈間の表現」に宿る場所であり、精妙なかたちで、
⾁体の共鳴と活⼒を導きます。 四つの花びら呼吸はこのインターフェースを活性化
し、より⼤いなる協働を可能にします。  

 

２. アストラル体 Astral Body 
三層の感情表現 

a. 下位アストラル体 Lower Astral Body 

• 主要な特性：残存する感情的印象とカルマの残渣 

• 機能：アイデンティティ、欲望、トラウマ、恐れに根ざす未解消のエネルギー
と強い執着を保持。夢や幽体離脱初期に体験されやすい層。 

• 主要なポイント：カルマのループを引き寄せる磁⽯として機能し、意識と 解
放を通じて解決されるまで作⽤する。 
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b. 中位アストラル体 Middle Astral Body 

• 主要な特性：調和された感情記憶 

• 機能：ここでは感情は観察され、かなり浄化されている。この層では魂の意識を
通じて解釈される⼈間関係や深い⼼の渇望、創造的衝動などを反映されることが
多い。 

• 主要なポイント：感情的な中⽴性の始まり。ジャッジメントが根付くようにな
る。 

c. 上位アストラル体 Upper Astral Body 

• 主要な特性：超越的な感情 

• 機能：神聖な慈愛、敬愛といった元型的な感情を携え、個⼈的な欲求と普遍的な
愛をつなぐ架け橋となる。コーザル界への⼊り⼝。 

• 主要なポイント：「重⼒から解放された」感覚。神秘的なビジョンや⾼次元の瞑
想中に活性化されることが多い。 

 

３. コーザル体 Causal Form 
転⽣の守護者、カルマの統括者 

• 主要な特性：転⽣を通じた因果を理解する場所 

• 機能：すべての転⽣の記憶のエッセンスが、感情の影響を離れて保存される場
所。ここで魂のレッスンが統合され、⽬的を思い出す。 

• 主要なポイント：⼈⽣のテーマ、ダルマ、感覚意識が展開する道を形作る層。コ
ーザル体とつながると、しばしば魂レベルでの許しと⽬的の明確さがもたらされ
る。  

 

４. メンタル体 Mental Body 
アイデアと神聖な知性の建築家 

• 主要な特性： 創造的知性とパターン認識 

• 機能： メンタルボディは脳のように「思考」しない。むしろ、抽象化し、設計
し、神聖なアイデアを受け取る。これにより、魂は情報を歪曲なく解釈し、⽅向
付けることができる。 
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• 主要なポイント： 創造の幾何学を感知する「形 の な い⼼
フォームレスマインド

」ととらえる。創造の

幾何学である⾔語、数学、シンボル、形⽽上学的構造は、この層から⽣まれる。 

 

5. セレスチャル体 Celestial Form 
聖なる⾳の周波数と魂の調和する本質 

• 主要な特性： ユニティの共鳴と光と⾳のハーモニクス 

• 機能： セレスティアル体は魂の真の周波数を歌う。この歌は、内⾯で倍⾳、鐘の
⾳、唸り声、または神聖な⾳節として聴こえることがある。セレスティアル体は
すべての⽣命体との深い交わりを可能にする。 全ての⽣命とは、ガイド、ディ
ーヴァや太陽系外の意識存在を含む。 

• 主なポイント： 活性化する時、内なる輝きや⾄福とのつながりとして表現される。 

ここで多くの⼈が「ライトボディ」の変容を体験しする。 
 

6. キリスト体 Christ Body 

創造主の愛の「無限の証⼈」であり意識の発現 

• 主要な特性： 無条件の感覚意識と神の内在 

• 機能： キリスト体は、ガイアが具現化した現実において、最も純粋な魂の表現ポ
イント。時間を超越して機能し、ジャッジなしにすべての証⼈となる。形体に宿
った「I AM（私は在る）」の永遠の臨在であり、他者に対して介⼊する必要な
く、導くことを可能にする。 

• 主要なポイント： 活性化すると、ユニティの意識が⾃然に放射される。これは、
サナンダやマリアのような最も効果的に道を⽰す存在たちが活動するレベルであ
る。 

影響と統合の流れ Flow of Influence and Integration 

 
これら七つの表現は、はしごの段のようではなく、螺旋状の層のように重なり合っています。 
エーテル体は魂が⼈間の表現に⼊るための⼊り⼝であり、キリスト体は、顕現した形の中での
魂の最⾼の放射です ̶̶ しかしそれは階層的ではなく、同⼼的で調和的です。 
完全な統合は、個⼈的および継承されたアイデンティティへの執着を⼿放し、これら七つのす
べての表現を同時に体現するときに起きます ̶̶ それはまれであますが、到達可能な状態で
す。 
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瞑想：永遠の魂の七つの表現を巡る旅  
Journey Through the Seven Expressions of the Eternal Soul 

所要時間：20〜25分 
姿勢：静かで守られた空間で、座るか横になってください 
※必要に応じて、柔らかな環境⾳楽、ほのかな⾹り、次の段階に移る時などにチャイムなどを
使⽤しても構いません。 

 

スクリプト 

ゆっくりと深く息を吸って…… 
そして静かに吐き出します。 

⼼と⾝体が少しずつ落ち着いていくのを感じましょう。 
⾝体はゆるみ、思考はやわらかくなっていきます。 

ひと呼吸ごとに、静けさの中へとやさしく降りていくように感じてください。 

意識を⾁体に向けてください。 
その重み、存在感を感じて… 

では、そっと意識をハートの奥、胸のすぐ後ろのスペースへと移してください。 
そこが、あなたの永遠の魂への扉です。 

エーテル体 

あなたの⾝体の周囲を包む、やわらかな銀⾊の光を思い描いてください。 
それはまるで、やさしく⽴ちのぼる霧のようです。 

これがあなたのエーテル体、あなたの⾁体の⽣きた設計図です。 

呼吸と共に、それがあなたの⾁体を神聖な⽣命⼒と調和させていくのを感じてください。 

⼼の中で静かに宣⾔します： 

「私は魂と 形
かたち

をつなぐ橋です。」 

下位アストラル体 

深い⾚紫⾊の層がたちのぼります。 
そこには、古い感情、痛み、執着が宿っています。 

これらのパターンが、太陽の光の中で上昇し煙のようにやわらかく溶けていくのを⾒てくださ
い。 
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残留したカルマの重さが、静かに解き放たれていきます。 

宣⾔します： 
「私は、もはや必要のないすべての感情の束縛を⼿放します。」 

 
中位アストラル体 

今、ハートからやわらかな薔薇⾊の光が放たれていきます。 
愛、喪失、喜び、悲しみ……それらすべての記憶がバランスよく保たれています。 

この調和した層が安定し、あなたのまわりへと広がっていきます。 

宣⾔します： 
「私は、魂の感情の叡智を受け容れます。」 

 

上位アストラル体 

きらめく⻩⾦の光が、上へと昇っていきます。 

そこには⾃分と全ての存在への、慈しみ、畏敬、深い魂の愛があります。 
その光があなたの意識全体を満たしていくのを感じてください。 

宣⾔します： 
「私は、慈愛に満ちた存在の光です。」 

 

コーザル体 

今、あなたは感情の層を越えて、澄みきった結晶のような明晰なフィールドへと昇っていきま
す。 
これがあなたのコーザル体です。 

あらゆるタイムラインが四⽅に伸びていくのが⾒えます。 
あなたは、⽬的に導かれて進化する⽷としての⾃分を感じています。 

混乱がすべて解き放たれていくのを感じてください。 

宣⾔します： 
「私は、転⽣の証⼈であり、⽬的の守り⼿です。」 

 

メンタル体 

さらに上昇すると、輝く幾何学的な光の球体があなたを包みこみます。 
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思考は⾔葉としてではなく、叡智の脈動として感じられます。 
ここで、あなたは神聖な知性を受け取ります。 

宣⾔します： 
「私は、神聖なるデザインを受け取り、放射します。」 

 

セレスチャル体 

光はやわらかく、⾳楽的なものに変わります。 

あなたは⾃⾝を⾳と共鳴̶̶魂の歌̶̶として感じます。 

星々やガイア、すべての意識と交わっていると感じてください。 

宣⾔します： 
「私は、創造の調和の共鳴とひとつです。」 

 

キリスト体 

最後に、あなたの意識は純粋で無限の輝きの状態へと⼊っていきます。 

そこには分離はありません。あるのはただ「在ること
プ レ ゼ ン ス

」。I AM THAT I AM（私は在りて在る

もの）だけ。 

あなたは理性を超えた無限の平和と共に、純粋な叡智の歓びを感じます。 

 

唱えます： 
「私は、永遠の証⼈、聖なる光、創造主の息吹です。」 

 

物理次元への帰還 

すべての層が、静かにあなたの中にとどまり続けたまま 
少しずつ⽬覚めた意識へと戻っていきましょう。 

再び呼吸を感じてください 

ゆったりと体が休息しているのを感じて 
 
胸に⼿を当て、あなたの感覚意識でお辞儀をします。 

準備ができたら、⽬を開けましょう。 
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瞑想 ― キリスト体の活性化 Christ Body Activation 

⽬的：⼈間存在の七つの側⾯を統合する 
所要時間：14分 

 
「内なる調和の光」 

ゆっくりと、リズムよく呼吸を始めましょう。 
やわらかな⾦⾊の光の波のように呼吸しましょう。 

⿐から吸って…… 
ハートから吐きます。 

呼吸をするたびに、お腹がやわらかく、 
ハートが開き、 
マインドがクリアになっていくのを感じましょう。 

では今、あなたの意識を、胸の中⼼へと向けてください。 

そこには、神聖な叡智が輝くポイントがあります。 
それは感情ではなく、「本質（エッセンス）」です。 

意識をそこにとどめましょう。 
それが、あなたの中⼼点―調和のアンカーです。 

 

ここで、⼼の中で静かに唱えます： 

「私は魂の光です。 
私は永遠の証⼈です。 
私は形の中にあるキリスト体の存在です。」 

 

⾝体がおだやかに軽くなるのを感じてください。 
外側へと放射される微細なエネルギーの網を感じます。 

今…あなたのエーテルフィールドが、次の六つの光の層と整合、調和していくのをイメージし
てください： 

エーテル層 

アストラル層 

コーザル層 



 21 

メンタル層 

セレスチャル層 

そして、キリスト層 

それぞれの層が、⾳叉が⾃分の⾳を⾒つけるように「カチッ」とその位置に収まり整っていき
ます。 

あなたは調和そのものです。 
あなたは完全な存在（Whole）です。 

その輝きの中に、ただ休みましょう。 

⾃分という物語を超え、 
アイデンティティを超えて、 
永遠なる叡智の静けさの中へと、あなたの存在が広がっていきます。 

これが、あなた本来の神聖な本質です。 
なるべき何かではなく、 
思い出すべき「本来のあなた」です。 

その光を、どうか思い切り受け取ってください。 

準備ができたら… 
呼吸を少しずつ深めていきましょう。 

あなたの⾁体の感覚を感じます。 
その光を携えて、ここに戻ってきてください。 

敬意とともに⽬を開けましょう。 
あなたは今、 
光としてこの世界を歩んでいるのです。 

 


